
規

則

大
分
県
県
有
財
産
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
職
員
宿
舎
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

私
立
学
校
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
一
六

大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七

大
分
県
県
立
学
校
の
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
一

〇
規

則

大
分
県
県
有
財
産
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
一
号

大
分
県
県
有
財
産
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
県
有
財
産
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
三
号
中
「
第
三
条
第
一
項
及
び
」
を
「
第
三
条
第
一
項
に
定
め
る
各
課
（
所
及
び
室
を
含

む
。
）
、
同
条
第
二
項
に
定
め
る
県
有
財
産
経
営
室
及
び
同
規
則
」
に
改
め
、
「
（
所
及
び
室
を
含

む
。
）
」
を
削
る
。

第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目

次

令

和

七

年

（ 月 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

二
一

三
月
三
十
一
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

元
屋
印
刷
株
式
会
社

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

二



令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

三



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

四



令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

五



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

六



第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

七



   

第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

八



　
　
の
２

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

第
十
三
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
大
分
県
県
有
財
産
規
則
第
十
二
号
様
式
の
規
定
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
補
正

を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
分
県
職
員
宿
舎
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
二
号

大
分
県
職
員
宿
舎
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
職
員
宿
舎
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
四
号
中
「
第
三
条
第
一
項
及
び
」
を
「
第
三
条
第
一
項
に
定
め
る
各
課
（
所
及
び
室
を
含

む
。
）
、
同
条
第
二
項
に
定
め
る
県
有
財
産
経
営
室
及
び
同
規
則
」
に
改
め
、
「
（
所
及
び
室
を
含

む
。
）
」
を
削
る
。

第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
三
号
様
式
中
「第

３
号
様
式

」
を
「第

３
号
様
式

（第
９
条
関
係

）
」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

第
三
号
様
式
の
二
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
四
号
様
式
中
「第

４
号
様
式

」
を
「第

４
号
様
式

（第
１１条

関
係

）
」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

第
五
号
様
式
中
「第

５
号
様
式

」
を
「第

５
号
様
式

（第
１５条

関
係

）
」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

第
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

九



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一
〇
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〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

私
立
学
校
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
三
号

私
立
学
校
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

私
立
学
校
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
九
年
大
分
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
よ
る
」
を
「
よ
り
」
に
、
「
の
申

請
」
を
「
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
」
に
、
「
第
二
条
第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
五
項
第
一
号
」

に
、
「
し
な
け
れ
ば
」
を
「
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
前
段
中
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
八
条
第
三
項
」
に
、
「
よ
る
」
を
「
よ
り
」
に
、

「
の
申
請
」
を
「
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
各

号
」
に
、
「
し
な
け
れ
ば
」
を
「
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
後
段
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六

項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
認
可
等
」
を
「
認
可
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
」

を
「
第
百
九
条
第
三
項
の
」
に
、
「
又
は
認
定
の
申
請
」
を
「
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
」
に
、
「
学
校
法

人
解
散
認
可
（
認
定
）
申
請
書
」
を
「
学
校
法
人
解
散
認
可
申
請
書
」
に
、
「
第
五
条
第
一
項
第
一
号
」
を

「
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
五
十
条
第
四
項
」
を
「
第
百
九
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
を
削
り
、
第
十
一
条
中
「
第
五
十
条
の
七
」
を
「
第
百
十
五
条
」
に
、
「
第
十
号
様
式
」
を
「
第

九
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
五
十
条
の
十
四
」
を
「
第
百
二
十
二
条
」
に
、
「
第
十
一
号
様
式
」
を
「
第
十
号
様

式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
十
二
条

法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
学
校
法
人
の
合
併
に
つ
い
て
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
学
校
法
人
合
併
認
可
申
請
書
（
第
十
一
号
様
式
）
に
、
省
令
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八

号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
合
併
前
の
各
学
校
法
人
の
沿
革
そ
の
他
の
参
考
と
な
る
書
類
を
添
え
て

申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
中
「
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
六
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
七
項
」
に
、
「
よ
る
」
を
「
よ
り
」
に
、

「
の
申
請
」
を
「
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
」
に
、
「
第
九
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
各

号
」
に
、
「
し
な
け
れ
ば
」
を
「
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
号
様

式
」
を
「
第
二
十
一
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
三
号
様
式
」
を
「
第
二
十
二
号
様
式
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
削
る
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
一



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一
二



第
五
号
様
式
中
「第

３２条
第
１
項

」
を
「第

２５条
第
１
項

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
中
「第

４５条
第
１
項

」
を
「第

１０８条
第
３
項

」
に
、
「財

産
目
録
そ
の
他
の
最
近
に
お
け

る
財
産
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

」
を
「寄

附
申
込
書

」
に
、
「財

産
目
録

」
を
「財

産
の
一

覧

」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
中
「学

校
法
人
解
散
認
可

（認
定

）申
請
書

」
を
「学

校
法
人
解
散
認
可
申
請
書

」
に
、

「認
可

（認
定

）を

」
を
「認

可
を

」
に
、
「第

５０条
第
２
項

」
を
「第

１０９条
第
３
項

」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中
「第

５０条
第
４
項

」
を
「第

１０９条
第
５
項

」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
を
削
る
。

第
十
号
様
式
中
「第

１１条

」
を
「第

１０条

」
に
、
「第

５０条
の
７

」
を
「第

１１５条

」
に
改
め
、
同
様
式

を
第
九
号
様
式
と
す
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「第

１２条

」
を
「第

１１条
」
に
、
「第

５０条
の
１４

」
を
「第

１２２条

」
に
改
め
、
同
様

式
を
第
十
号
様
式
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
三



第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一
四



令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
五
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「

氏
名

法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
職
氏
名

電
話
番
号
（

）
－

「氏
名

電
話
番
号
（

）
－

を
」

」

又
は
管
理
栄
養
士

栄

養

士

栄

養

士

「

「
」

」

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

第
十
三
号
様
式
か
ら
第
二
十
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「第

２
条
第
１
項

」
を
「第

６
条
第
１
項

」
に
改
め

る
。第

二
十
一
号
様
式
を
削
る
。

第
二
十
二
号
様
式
中
「第

２
条
第
２
項

」
を
「第

６
条
第
２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
二
十
一
号
様
式

と
す
る
。

第
二
十
三
号
様
式
中
「第

２
条
第
２
項

」
を
「第

６
条
第
２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
二
十
二
号
様
式

と
す
る
。

第
二
十
四
号
様
式
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
四
号

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
八
年
大
分
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「氏

名

（法
人
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
氏
名

）を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、

自
署
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を
「法

人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の

職
氏
名

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中

に
改

め
、
注
を
削
る
。

第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「栄

養
士

」
の
次
に
「又

は
管
理
栄
養
士

」
を
加
え
、
同
様
式
の
注
意

事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
か
ら
５
ま
で
を
２
か
ら
４
ま
で
と
す
る
。

第
四
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
及
び
注
を
削
る
。

第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
か
ら
６
ま
で
を

２
か
ら
５
ま
で
と
す
る
。

第
八
号
様
式
の
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
す
る
。

第
九
号
様
式
の
注
意
事
項
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

第
十
五
号
様
式
の
添
付
書
類
中
１
を
削
り
、
２
を
１
と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

第
二
十
号
様
式
中
「㊞

」
及
び
注
を
削
る
。

第
二
十
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「栄

養
士

」
の
次
に
「又

は
管
理
栄
養
士

」
を
加
え
、
注
を
削

る
。第

三
十
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
三
十
五
号
様
式
中
「㊞

」
及
び
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
と
す
る
。

第
三
十
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、

を

に
改

め
、
注
を
削
る
。

第
三
十
七
号
様
式
か
ら
第
四
十
五
号
様
式
ま
で
、
第
四
十
七
号
様
式
、
第
四
十
九
号
様
式
及
び
第
五
十
三

号
様
式
か
ら
第
五
十
五
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
及
び
注
を
削
る
。

第
五
十
九
号
様
式
及
び
第
六
十
三
号
様
式
の
注
を
削
る
。

第
六
十
五
号
様
式
中
注
２
を
削
り
、
注
１
を
注
と
す
る
。

第
六
十
六
号
様
式
の
注
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
医
療
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出

さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た

書
類
と
み
な
す
。

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一
六



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年
大
分

県
規
則
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
の
付
表
七
（
そ
の
一
）
及
び
付
表
七
（
そ
の
三
）
中
「栄

養
士

」
の
次
に
「又

は
管
理
栄
養

士

」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
改
正
前
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
に
定
め

る
様
式
に
よ
る
用
紙
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
第
一
号

様
式
の
規
定
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
六
号

大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
大
分
県
規
則
第
七
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

本
則
中
「
一
時
的
た
い
積
事
業
」
を
「
一
時
的
堆
積
事
業
」
に
、
「
最
大
た
い
積
時
」
を
「
最
大
堆
積

時
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
「
大
分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
掲
げ
る
施
設
」
の
下
に
「
又
は
土
地
の
区
域
内
」
を
加
え
、
第
三
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二

号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
要
措
置
区
域
又

は
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

四

土
壌
汚
染
対
策
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
運
搬
に
際
し
当
該
汚
染
土
壌
を
一

時
的
に
保
管
す
る
施
設

五

土
壌
汚
染
対
策
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
汚
染
土
壌
処
理
施
設

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
土
砂
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
安
全
基
準
」
を
「
に
規
定
す
る

土
砂
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
の
水
質
基
準
」
を
「
に
規
定
す
る
水
質
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
た
い
積

行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

第
四
号
中
「
特
定
事
業
場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
及
び
特
定
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
中
「
特
定
事
業
場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
特
定
事
業
場
の
区
域
」
を

「
特
定
事
業
区
域
」
に
、
「
当
該
特
定
事
業
場
の
構
造
が
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
、
「
も
の
で

あ
る
」
を
「
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
三

号
を
第
九
号
と
す
る
。

第
九
条
第
二
号
中
「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条

削
除

第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
減
少
さ
せ
る
」
を
「
増
大
し
な
い
」
に
、
「
の
変
更
を
伴
わ
な
い
」
を

「
を
増
大
し
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
特
定
事
業
場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
三
項
中
「
安
全
基
準
適
合
証
明
書
」
を
「
土
砂
基
準
適
合
証
明
書
」
に
、
「
安
全
基
準
に
」

を
「
土
砂
基
準
に
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
特
定
事
業
場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
特
定
事
業
区
域
」
の
下
に
「
（
土
砂
等
を
堆
積
し
て
い
な
い
区
域
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
一
項
の
表
中
「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
特
定
事
業

場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
特
定
事
業
場
及
び
」
を
削
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
）
」
の
下
に
「
又
は
環
境
省
の
所
管
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に

携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
環
境
省
令
第
二
号
）
別

記
様
式
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
特
定
事
業
場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
五
五
・
二
、
五
五
・
三
又
は
五
五
・
四
」
を
「
Ｋ
〇

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
七



規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
―
四

七
・
二
・
一
及
び
七
・
二
・
三
に
定
め
る
方
法
又
は
パ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
パ

ラ
チ
オ
ン
若
し
く
は
Ｅ
Ｐ
Ｎ
に
あ
っ
て
は
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
―
四

七
・
二
・
一
、
七
・
二
・
二
・
二
及

び
七
・
二
・
五
若
し
く
は
七
・
二
・
一
及
び
七
・
二
・
六
に
定
め
る
方
法
（
た
だ
し
、
七
・
二
・
六
に
定

め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
七
・
二
・
二
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
う
と
き
は
、
七
・

二
・
二
・
二
に
定
め
る
操
作
と
す
る
。
）

規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
―
四

七
・
二
・
一
及
び
七
・
二
・
三
に
定
め
る
方
法

一
〇
二
―
三

一
四
・
三
、
一
四
・
四
又
は
一
四
・
五
」
に
改
め
、
同
表
の
全
シ
ア
ン
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇

二
の
三
八
に
定
め
る
方
法
（
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
八
・
一
・
一
及
び
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
八
の
備
考
一
一
に

定
め
る
方
法
を
除
く
。
）
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
二

九
・
三
・
二
若
し
く
は
九
・
三
・
三
の
蒸
留
操
作
を

行
い
、
九
・
四
、
九
・
五
、
九
・
六
若
し
く
は
九
・
七
の
分
析
を
行
う
方
法
」
に
改
め
、
「
付
表
一
」
の
下

り
ん

に
「
（
蒸
留
操
作
は
装
置
に
て
行
う
。
）
」
を
加
え
、
同
表
の
有
機
燐
の
項
の
測
定
方
法
の
欄
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
鉛
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
五
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

一
三
・
二
、
一
三
・
三
、
一

三
・
四
又
は
一
三
・
五
」
に
改
め
、
同
表
の
六
価
ク
ロ
ム
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
五
・
二
」
を
「
Ｋ
〇

一
〇
二
―
三

二
四
・
三
（
二
四
・
三
・
七
を
除
く
。
）
」
に
、
「
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
五
・
二
・
六
」

を
「
二
四
・
三
・
二
」
に
、
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
七
の
七
の
ａ
）
又
は
ｂ
）
」
を
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
七

七
の

ひ

ａ
）
又
は
ｂ
）
」
に
改
め
、
同
表
の
砒
素
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
一
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

二

〇
・
二
、
二
〇
・
三
、
二
〇
・
四
又
は
二
〇
・
五
」
に
改
め
、
同
表
の
ア
ル
キ
ル
水
銀
の
項
中
「
排
水
基
準

告
示
付
表
三
」
を
「
排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
大
臣
が
定
め
る
排
水
基
準
に
係
る
検

定
方
法
（
昭
和
四
十
九
年
環
境
庁
告
示
第
六
十
四
号
。
以
下
「
排
水
基
準
告
示
」
と
い
う
。
）
付
表
一
」
に

改
め
、
同
表
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
の
項
か
ら
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
の
項
ま
で
の
規
定
及
び
同
表
の

ベ
ン
ゼ
ン
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
二
五
の
五
・
一
」
を
「
Ｋ
〇
一
二
五

五
・
一
」
に
改
め
、
同
表
の
セ
レ
ン
の

項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
七
・
二
、
六
七
・
三
又
は
六
七
・
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

二
六
・
二
、
二

六
・
三
又
は
二
六
・
四
」
に
改
め
、
同
表
の
ふ
っ
素
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
四
・
一
（
規
格
Ｋ
〇
一
〇

二
の
三
四
の
備
考
一
を
除
く
。
）
若
し
く
は
三
四
・
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
二

五
・
二
及
び
五
・
三
、

五
・
二
及
び
五
・
四
」
に
、
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
六
の
六
図
二
注
記
」
を
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
六

六
図
二
注

記
」
に
、
「
に
定
め
る
方
法
又
は
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
四
・
一
・
一
ｃ
）
（
注
⑵
第
三
文
及
び
規
格
Ｋ
〇

一
〇
二
の
三
四
の
備
考
一
を
除
く
。
）
に
定
め
る
方
法
（
」
を
「
又
は
五
・
二
（
蒸
留
操
作
を
行
う
場
合
に

あ
っ
て
は
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
溶
液
を
加
え
ず
、
ｐ
Ｈ
試
験
紙
に
よ
っ
て
液
性
を
判
別
す
る
。
」

に
、
「
環
境
基
準
告
示
付
表
七
に
掲
げ
る
」
を
「
五
・
五
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
表
の
ほ
う
素
の
項
中

「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
四
七
・
一
、
四
七
・
三
又
は
四
七
・
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

五
・
二
、
五
・
五
又

は
五
・
六
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
４
中
「
Ｋ
〇
一
二
五
の
五
・
一
」
を
「
Ｋ
〇
一
二
五

五
・
一
」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
五
五
・
二
、
五
五
・
三
又
は
五
五
・
四
」
を
「
Ｋ
〇

一
〇
二
―
三

一
四
・
三
、
一
四
・
四
又
は
一
四
・
五
」
に
改
め
、
同
表
の
全
シ
ア
ン
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇

二
の
三
八
・
一
・
二
（
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
八
の
備
考
一
一
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
三
八
・
二
に

定
め
る
方
法
、
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
八
・
一
・
二
及
び
三
八
・
三
に
定
め
る
方
法
、
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の

三
八
・
一
・
二
及
び
三
八
・
五
に
定
め
る
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
二

九
・
三
・
二
若
し
く
は
九
・
三
・
三

の
蒸
留
操
作
を
行
い
、
九
・
四
、
九
・
五
若
し
く
は
九
・
六
（
た
だ
し
、
蒸
留
操
作
は
装
置
に
て
行
わ
な

い
。
）
の
分
析
を
行
う
」
に
改
め
、
「
付
表
一
」
の
下
に
「
（
蒸
留
操
作
は
装
置
に
て
行
う
。
）
」
を
加

り
ん

え
、
同
表
の
有
機
燐
の
項
の
測
定
方
法
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
表
の
鉛
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
五
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

一
三
・
二
、
一
三
・

三
、
一
三
・
四
又
は
一
三
・
五
」
に
改
め
、
同
表
の
六
価
ク
ロ
ム
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
五
・
二
」
を

「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

二
四
・
三
（
二
四
・
三
・
七
を
除
く
。
）
」
に
、
「
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
五
・

二
・
六
」
を
「
二
四
・
三
・
二
」
に
、
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
七
の
七
の
ａ
）
又
は
ｂ
）
」
を
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―

ひ

七

七
の
ａ
）
又
は
ｂ
）
」
に
改
め
、
同
表
の
砒
素
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
一
・
二
、
六
一
・
三
又
は

六
一
・
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

二
〇
・
三
、
二
〇
・
四
又
は
二
〇
・
五
」
に
改
め
、
同
表
の
銅
の
項

中
「
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
五
二
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

一
一
・
三
、
一
一
・
四
、
一
一
・
五
又
は
一

一
・
六
」
に
改
め
、
同
表
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
の
項
か
ら
一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
の
項
ま
で
の
規
定

及
び
同
表
の
ベ
ン
ゼ
ン
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
二
五
の
五
・
一
」
を
「
Ｋ
〇
一
二
五

五
・
一
」
に
改
め
、
同
表

の
セ
レ
ン
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
六
七
・
二
、
六
七
・
三
又
は
六
七
・
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

二

六
・
二
、
二
六
・
三
又
は
二
六
・
四
」
に
改
め
、
同
表
の
ふ
っ
素
の
項
中
「
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
四
・
一
（
規

格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
四
の
備
考
一
を
除
く
。
）
若
し
く
は
三
四
・
四
」
を
「
Ｋ
〇
一
〇
二
―
二

五
・
二
及

び
五
・
三
、
五
・
二
及
び
五
・
四
」
に
、
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
六
の
六
図
二
注
記
」
を
「
Ｋ
〇
一
七
〇
―
六

六
図
二
注
記
」
に
、
「
に
定
め
る
方
法
又
は
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
四
・
一
・
一
ｃ
）
（
注
⑵
第
三
文
及
び

規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
三
四
の
備
考
一
を
除
く
。
）
に
定
め
る
方
法
（
」
を
「
又
は
五
・
二
（
蒸
留
操
作
を
行

う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
溶
液
を
加
え
ず
、
ｐ
Ｈ
試
験
紙
に
よ
っ
て
液
性
を
判
別
す

る
。
」
に
、
「
環
境
基
準
告
示
付
表
七
に
掲
げ
る
」
を
「
五
・
五
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
表
の
ほ
う
素
の

項
中
「
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
四
七
・
一
、
四
七
・
三
又
は
四
七
・
四
」
を
「
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
―
三

五
・

二
、
五
・
五
又
は
五
・
六
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
３
中
「
Ｋ
〇
一
二
五
の
五
・
一
」
を
「
Ｋ
〇
一
二
五

五
・
一
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
を
削
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一
八



第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
九



特
定
事
業
場
の
面
積

㎡

特
定
事
業
区
域
の
面

積
㎡

特
定
事
業
区
域
の
面

積
㎡

「

「
を

に
、

」

」

第
三
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
１２条

第
１
項

」
を
「大

分
県

土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
１２条

第
１
項

」
に
、
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規

制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

」
に
改

め
る
。

第
四
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆
積

行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
、
「特

定
事
業
場

」
を
「特

定
事
業
区
域

」
に
、
「一

時
的
た
い
積
事

業

」
を
「一

時
的
堆
積
事
業

」
に
、
「最

大
た
い
積
時

」
を
「最

大
堆
積
時

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆
積

行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
、
「位

置

」
を
「所

在
地

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆
積

行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
、
「位

置

」
を
「所

在
地

」
に
、
「安

全
基
準
適
合
証
明
書

」
を
「土

砂
基
準
適
合
証
明
書

」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「特

定
事
業
場

」
を
「特

定
事
業
区
域

」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中

「一
時
的
た
い
積
事
業

」
を
「一

時
的
堆
積
事
業

」
に
、
「特

定
事
業
場

」
を
「特

定
事
業
区
域

」
に
、

「最
大
た
い
積
時

」
を
「最

大
堆
積
時

」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆
積

行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
中
「た

い
積
行
為

」
を
「堆

積
行
為

」
に
、
「特

定
事
業
許
可
番
号

」
を
「許

可
年
月
日
及

び
許
可
番
号

」
に
、
「特

定
事
業
場
の
所
在
地

」
を
「特

定
事
業
区
域
の
所
在
地

」
に
、

「一
時
的
た
い
積
事
業

」
を
「一

時
的
堆
積
事
業

」
に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
１９条

第
２
項

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
１９条

第
１
項

」
に
、
「特

定
事
業
に
使
用
さ
れ
た
土
砂
等

の
崩
落
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
示
す

」
を
「休

止
時
の

」
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
及
び
第
十
三
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を

「大
分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
改
め
る
。

第
十
四
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

二
〇



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
、
「位

置

」
を
「所

在
地

」
に
改
め
る
。

第
十
五
号
様
式
中
「大

分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
を
「大

分
県
土
砂
等
の
堆

積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

」
に
、
「抜

す
い

」
を
「抜

粋

」
に
、
「た

い
積
行
為

」
を
「堆

積
行
為

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の
改
正
規
定

は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
県
立
学
校
の
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
規
則
第
三
十
七
号

大
分
県
県
立
学
校
の
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
県
立
学
校
の
授
業
料
等
徴
収
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
大
分
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
、
全
日
制
の
課
程
に
係
る
授
業
料
に
つ
い
て
」
を
削
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

（
納
付
の
時
期
の
特
例
）

２

令
和
七
年
度
に
限
り
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
者
の
授
業
料
及
び
通
信
教
育
受
講
料
の
納
期
限

は
、
第
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
別
に
指
定
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
及
び
指
定
に
関
す
る
知
事
の
権
限
は
、
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二
一



「

大
分
県
立

学
校

全
日
制

定
時
制
課
程

学
年

組

」

「

大
分
県
立

学
校

課
程
・
専
攻
科

学
年

組

」

第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、

をに
改

め
、
同
様
式
の
注
１
中
「あ

た
つ
て

」
を
「当

た
つ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
中
２
を
削
り
、
３
を
２
と

し
、
４
を
３
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

二
二


